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『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑

定
家
～
「
う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」5

』 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ
：
剛

田

質

店

の
朝

（1
5

分

） 

【

場

面

：
剛

田

質

店 

店

内

】 

（
剛

田

が
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
片

手

に
語

り
な
が
ら
、
豪

華

な
店

内

を
優

雅

に
見

回

し
て
い
る
。
白

金

は
カ
ウ

ン
タ
ー
で
帳

簿

整

理

中

。
） 

剛

田

：「

白

金

、
こ
の
店

は
た
だ
の
質

店

で
は
な
い
。

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
を
扱

う
聖

地

な
の
だ
。
」 

白

金

：「

は
い
は
い
、
店

長

の
“
聖

地

”
ね
。
こ
な
い
だ

普

通

の
お
客

さ
ん
、『

入

り
づ
ら
い
』
っ
て
言

っ
て
ま

し
た
け
ど
。
」 

剛

田

：「

分

か
ら
ぬ
者

は
仕

方

な
い
。
そ
れ
こ
そ
“
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
”
た
る
者

の
宿

命

だ
！

」 
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白

金

：「

宿

命

っ
て…

単

に
店

が
派

手

す
ぎ
る
だ
け

じ
ゃ
。
」 

（
剛

田

が
突

然

立

ち
上

が
り
、
天

井

の
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
を
指

差

す
。
） 

剛

田

：「

見

よ
、
こ
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
！

こ
れ
も
ま

た
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
象

徴

だ
！

」 

白

金

：「

い
や
、
そ
れ
た
だ
の
電

気

代

の
塊

で
す
よ

ね
？

」 

（
剛

田

が
に
っ
こ
り
微

笑

む
。
） 

剛

田

：「

白

金

、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
惜

し
む
な
。
そ
れ
は
人

生

を
ケ
チ
る
の
と
同

じ
だ
！

」 

白

金

：「

い
や
い
や
、
人

生

ケ
チ
っ
て
ま
せ
ん
け
ど
。
」 

（
そ
こ
に
お
客

さ
ん
が
大

き
な
箱

を
抱

え
て
入

店

。

剛

田

、
す
か
さ
ず
反

応

す
る
。
） 

剛

田

：「

お
や
？

新

た
な
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
香

り

が
！

」 
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白

金

：「

（
小

声

で
）
香

り
じ
ゃ
な
く
て
重

量

感

で
し

ょ
、
こ
れ
。
」 

 

第

1

幕

：
お
宝

と
の
出

会

い
（ 

3
0

分

） 

【

場

面

：
剛

田

質

店 

店

内

】 

（
客

が
箱

を
置

き
、
慎

重

に
蓋

を
開

け
る
。
中

か
ら

現

れ
た
の
は
、
光

沢

の
あ
る
ガ
ー
ネ
ッ
ト
畳

！

） 

剛

田

：「

こ
れ
は…

！ 

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

白

金

：「…

い
や
い
や
、
こ
れ
畳

で
す
よ
ね
？

硬

い

し
、
重

そ
う
だ
し
。
」 

客

：「

こ
れ
、
祖

父

が
昔

コ
ツ
コ
ツ
集

め
た
ガ
ー
ネ
ッ
ト

を
、
畳

職

人

に
頼

ん
で
作

っ
た
ん
で
す
。
遺

品

整

理

し
て
た
ら
出

て
き
て…

。
」 

白

金

：「

（
困

惑

気

味

）
い
や
、
ど
う
い
う
発

想

で
作

っ
た
ん
で
す
か
そ
れ
。
」 
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剛

田

：「

素

晴

ら
し
い
！

ま
さ
に
“
情

熱

”
と
“
伝

統

”

の
融

合

だ
！

」 
白

金

：「

情

熱

と
伝

統

っ
て
、
た
だ
足

痛

く
な
り
そ

う
な
だ
け
じ
ゃ…
」 

剛

田

：「

ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
“
変

わ
ら
ぬ
愛

”
を
象

徴

す

る
宝

石

だ
。
こ
の
畳

の
上

に
座

れ
ば
、
己

の
心

を
磨

け
る
だ
ろ
う
！

」 

白

金

：「

い
や
、
心

よ
り
お
尻

が
磨

り
減

り
そ
う
で
す

け
ど
。
」 

客

：「

（
困

惑

し
つ
つ
）
あ
の…

こ
れ
、
買

い
取

っ
て
い

た
だ
け
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

」 

（
剛

田

、
畳

を
持

ち
上

げ
る
フ
リ
を
し
て
、
語

り
始

め
る
。
） 

剛

田

：「

こ
れ
は
単

な
る
畳

で
は
な
い
。
日

本

文

化

と
鉱

物

学

の
神

秘

の
結

晶

だ
！

」 
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白

金

：「

（
小

声

で
）
結

晶

っ
て
い
う
か
、
た
だ
の
重

い

石

で
す
よ
。
」 

剛

田

：「

白

金

、
宝

石

の
価

値

を
見

誤

る
な
！

古

代

エ
ジ
プ
ト
の
王

た
ち
も
、
こ
の
よ
う
な
石

の
床

の
上

で
日

々
を
過

ご
し
て
い
た
の
だ
！

」 

白

金

：「

（
驚

き
つ
つ
）
い
や
、
そ
れ
た
だ
の
石

棺

で
し

ょ
？

」 

（
剛

田

、
さ
ら
に
熱

弁

を
続

け
る
。
） 

剛

田

：「

こ
の
畳

は
、
た
だ
の
家

具

で
は
な
い
。
人

生

そ
の
も
の
を
変

え
る
試

練

の
舞

台

だ
！

」 

 

第

2

幕

：
実

用

性

テ
ス
ト
（ 

3
5

分

） 

実

験

そ
の

1

：
茶

道 

（
剛

田

、
畳

の
上

に
茶

道

セ
ッ
ト
を
広

げ
、
正

座

を

試

み
る
。
） 
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剛

田

：「

こ
れ
ぞ
日

本

文

化

の
極

み
！

ゴ
ー
ジ
ャ
ス

の
上

で
飲

む
抹

茶

は
格

別

だ
！

」 
（
正

座

し
た
瞬

間

、
痛

み
に
顔

を
歪

め
る
が
、
無

理

や
り
笑

顔

を
保

つ
。
） 

剛

田

：「

ふ
む…

こ
の
痛

み
！

こ
れ
が
真

の
“
心

の
平

穏

”
を
得

る
試

練

！

」 

白

金

：「

い
や
い
や
、
平

穏

ど
こ
ろ
か
災

難

で
す
よ

ね
。
」 

実

験

そ
の

2

：
昼

寝 

（
剛

田

、
昼

寝

を
提

案

し
、
畳

の
上

に
横

に
な
る
。
） 

剛

田

：「

ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全

身

で
吸

収

す
る
の
だ
！

」 

（
寝

転

ん
だ
瞬

間

、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
感

触

に
悶

絶

す

る
剛

田

。
） 

剛

田

：「

お
お…

背

中

に
伝

わ
る
こ
の
“
重

圧

”
。
こ

れ
ぞ
人

生

！

」 
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白

金

：「

（
呆

れ
気

味

に
）
い
や
、
単

に
硬

い
だ
け
で

す
よ
ね
？

」 
実

験

そ
の

3
：
瞑

想 

剛

田

：「

最

後

は
瞑

想

だ
。
こ
の
畳

の
上

で
心

を
無

に
す
る
！

」 

（
剛

田

、
座

禅

を
組

む
が
、
硬

さ
に
耐

え
切

れ
ず
頻

繁

に
体

勢

を
変

え
る
。
） 

白

金

：「

（
ツ
ッ
コ
ミ
な
が
ら
）
店

長

、
そ
れ
も
う
瞑

想

じ
ゃ
な
く
て
“
迷

走

”
で
す
よ
。
」 

 

第

3

幕

：
値

段

交

渉

と
未

来

構

想

（ 
2

5

分

） 

剛

田

：「

こ
れ
ほ
ど
の
品

な
ら
、5

0

万

円

は
妥

当

だ
。
」 

白

金

：「

（
驚

愕

し
て
）5

0

万

！

？

い
や
い
や
、
高

す

ぎ
で
し
ょ
！

誰

が
買

い
ま
す
？

」 
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剛

田

：「

白

金

、
値

段

と
は
価

値

の
象

徴

。
安

く
す

る
こ
と
は
、
こ
の
畳

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
を
否

定

す
る
こ
と

だ
！

」 

白

金

：「

い
や
、
そ
れ
買

い
取

っ
て
も
誰

も
使

わ
な
い

で
す
よ
！

」 

（
客

が
感

化

さ
れ
、「5

0

万

で
お
願

い
し
ま
す
」
と

頭

を
下

げ
る
。
） 

白

金

：「

（
小

声

で
）
本

当

に
買

い
取

る
の
？

絶

対

置

き
場

に
困

り
ま
す
よ…

。
」 

剛

田

：「

置

き
場

？

そ
れ
は
店

の
中

心

に
決

ま
っ
て

い
る
！

」 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ
：
質

店

の
新

象

徴

（ 
1

5

分

） 

【

場

面

：
剛

田

質

店 

店

内

・
入

り
口

】 

（
剛

田

、
畳

を
店

の
入

り
口

に
敷

き
、「

新

し
い
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
の
幕

開

け
だ
！

」
と
宣

言

。
） 
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剛

田

：「

こ
の
畳

を
踏

む
全

て
の
者

が
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

の
波

動

を
受

け
る
！

」 
白

金

：「

い
や
、
絶

対

み
ん
な
足

痛

い
っ
て
言

い
ま
す

よ
。
」 

（
外

を
通

る
人

々
が
立

ち
止

ま
り
、「

何

こ
れ
？

」
と

驚

く
声

が
聞

こ
え
る
。
） 

剛

田

：「

こ
う
し
て
剛

田

質

店

は
、
ま
た
一

つ
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
の
歴

史

を
刻

ん
だ
。
」 

白

金

：「

（
小

声

で
）
歴

史

っ
て
い
う
か
、
た
だ
の
迷

惑

じ
ゃ…

。
」 

 

改

訂
後
の
尺

割
と
各

シ
ー
ン
の
ポ
イ
ン

ト 

全

体

構

成

の
尺

は
約 

8
5

分 

を
想

定

し
て
い
ま

す
。
以

下

は
シ
ー
ン
ご
と
の
尺

割

と
内

容

ポ
イ
ン
ト

で
す
。 
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
剛

田

質

店

の
朝

（1
5

分

） 

•
 

尺

：1
5

分 

•
 

ポ
イ
ン
ト
： 

1
.  

剛

田

の
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
理

論

」
を
披

露

。 

2
.  

剛

田

と
白

金

の
掛

け
合

い
（
剛

田

の

独

特

な
思

想 
v

s
 

白

金

の
常

識

的

な
ツ
ッ
コ
ミ
）
。 

3
.  

店

の
雰

囲

気

説

明

（
豪

華

す
ぎ
る
内

装

な
ど
）
。 

4
.  

お
客

さ
ん
の
登

場

。
ガ
ー
ネ
ッ
ト
畳

の

「

謎

の
お
宝

」
を
持

ち
込

む
。 

•
 

目

的

： 

o
 

世

界

観

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性

格

を

説

明

。 

o
 

コ
メ
デ
ィ
の
雰

囲

気

を
作

り
出

す
。 

o
 

お
宝

と
の
出

会

い
で
物

語

を
動

か
す
。 
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第

1
幕

：
お
宝

と
の
出

会

い
（3

0

分

） 

•
 

尺

：3
0

分 

o
 

ガ
ー
ネ
ッ
ト
畳

を
発

見

し
、
剛

田

が

「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
理

論

」
で
絶

賛

。 

o
 

白

金

は
そ
の
価

値

や
実

用

性

に
疑

問

を
抱

き
、
理

論

的

な
ツ
ッ
コ
ミ
を
展

開

。 

o
 

剛

田

の
熱

弁

が
炸

裂

（
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の

石

言

葉

や
歴

史

的

背

景

な
ど
を
語

る
）
。 

o
 

客

は
困

惑

し
つ
つ
、
剛

田

の
説

得

力

（
？

）
に
納

得

し
始

め
る
。 

 

5
.  

剛

田

の
石

言

葉

解

説

： 

「

ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
“
変

わ
ら
ぬ
愛

”
の
象

徴

だ
！

そ
の
愛

を
こ
の
畳

は
受

け
継

い

で
い
る
！

」 
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「

こ
れ
ぞ
、
人

生

の
“
基

盤

”
と
し
て
の

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

6
.  

白

金

の
反

応

： 

「

い
や
い
や
、
基

盤

ど
こ
ろ
か
座

る
だ
け

で
お
尻

痛

め
ま
す
よ
！

」 

「

こ
れ
普

通

の
人

が
買

う
と
思

い
ま

す
？

」 

7
.  

客

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
： 

「

祖

父

が
宝

石

収

集

家

だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
な
ぜ
畳

に
し
た
の
か
は
不

明

で
…

」 

（
白

金

：「

お
じ
い
さ
ん
、
や
り
た
い
放

題

で
す
ね…

」
） 

•
 

目

的

： 

o
 

ガ
ー
ネ
ッ
ト
畳

の
背

景

を
掘

り
下

げ

る
。 

o
 

剛

田

と
白

金

の
掛

け
合

い
で
コ
メ
デ
ィ

要

素

を
強

調

。 

o
 

お
宝

の
魅

力

を
剛

田

が
「

謎

理

論

」
で

高

め
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
次

に
進

め
る
。 
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第

2
幕

：
実

用

性

テ
ス
ト
（3

5

分

） 

•
 

尺

：3
5

分 

o
 

剛

田

が
「

ガ
ー
ネ
ッ
ト
畳

」
の
実

用

性

を
証

明

し
よ
う
と
奮

闘

。 

o
 

白

金

の
ツ
ッ
コ
ミ
や
客

の
困

惑

を
交

え

つ
つ
、
試

行

錯

誤

の
コ
メ
デ
ィ
を
展

開

。 

実

験

の
詳

細

： 

1
.  

茶

道

体

験

（1
0

分

） 

o
 

剛

田

が
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
茶

道

」
を
提

案

し
、
正

座

で
抹

茶

を
点

て
る
。 

o
 

痛

み
に
耐

え
な
が
ら
「

試

練

こ
そ
が
美

学

」
と
豪

語

す
る
も
、
白

金

か
ら
「

た

だ
の
苦

行

」
と
指

摘

さ
れ
る
。 

2
.  

昼

寝

体

験

（1
0

分

） 

o
 

畳

の
上

で
昼

寝

を
試

す
が
、
硬

さ
に

耐

え
切

れ
ず
剛

田

が
悶

絶

。 
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o
 

「

ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
波

動

を
全

身

で
感

じ

ら
れ
る
！

」
と
言

う
剛

田

に
対

し
、
白

金

は
冷

静

に
「

波

動

じ
ゃ
な
く
て
た
だ

の
痛

み
」
。 

3
.  

瞑

想

（1
5

分

） 

o
 

剛

田

が
「

瞑

想

用

畳

」
と
し
て
新

し
い

提

案

を
実

施

。 

o
 

硬

さ
に
よ
り
姿

勢

が
保

て
ず
「

迷

走

状

態

」
に
陥

る
剛

田

を
白

金

が
「

そ
れ

瞑

想

じ
ゃ
な
く
て
迷

走

！

」
と
ツ
ッ
コ

む
。 

•
 

目

的

： 

o
 

実

用

性

の
な
さ
を
笑

い
に
変

え
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
対

比

を
際

立

た
せ
る
。 

o
 

剛

田

の
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
哲

学

」
と
現

実

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
際

立

た
せ
る
。 

o
 

ガ
ー
ネ
ッ
ト
畳

の
使

い
道

を
模

索

す
る

流

れ
を
作

る
。 
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第

3

幕

：
値

段

交

渉

と
未

来

構

想

（2
5

分

） 

•
 

尺

：2
5

分 

o
 

剛

田

が
畳

の
価

値

を
熱

弁

し
、5

0

万

円

の
提

示

を
す
る
。 

o
 

白

金

が
「

誰

が
買

う
ん
だ
」
と
冷

静

に

反

論

。 

o
 

客

は
半

信

半

疑

な
が
ら
、
剛

田

の
説

得

力

（
？

）
に
感

化

さ
れ
て5

0

万

円

で
売

却

を
決

断

。 

 

•
 

剛

田

が
畳

の
将

来

の
用

途

を
さ
ら
に
熱

弁

。 

「

こ
の
畳

の
上

で
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
す
れ
ば
、
永

遠

の
愛

が
叶

う
！

」 

「

未

来

の
社

交

界

の
必

須

ア
イ
テ
ム
だ
！

」 

•
 

白

金

が
実

現

性

ゼ
ロ
の
構

想

に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入

れ
続

け
る
。 

•
 

目

的

： 
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o
 

コ
メ
デ
ィ
的

な
テ
ン
ポ
を
維

持

し
な
が

ら
物

語

を
収

束

さ
せ
る
。 

o
 

剛

田

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
哲

学

が
、
周

囲

を

巻

き
込

む
力

を
持

つ
こ
と
を
強

調

。 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ
：
質

店

の
新

象

徴

（1
5

分

） 

•
 

尺

：1
5

分 

o
 

購

入

し
た
畳

を
店

の
入

り
口

に
敷

き
、「

剛

田

質

店

の
新

た
な
シ
ン
ボ

ル
」
と
し
て
披

露

。 

o
 

通

行

人

の
「

何

こ
れ
！

？

」
と
い
う
驚

き
の
声

で
締

め
く
く
る 

 


